
「日本の未来を守る」というフィールドに
皆さんもチャレンジしませんか？

隊員と、隊員の家族のための仕事
隊員が安心して任務遂行できるように、隊員家族への支援や充実した福利厚生を実現
隊員が日々快適に過ごすため、専門知識・技術を活かして自衛隊施設を管理

地域と自衛隊の架け橋になる仕事
自衛隊と地域社会をつなぐ総合窓口となり、広報イベント等を企画
自衛官の募集等に携わり、隊員の入隊及び退職後をサポート

私は、災害時に隊員の家族の支援や隊員の子供を預かる支援
業務や、隊員の福利厚生のための事務業務等を行っています。

市役所や保育園などとも連携し、様々な方の協力を得ながら、
隊員の任務遂行のために工夫して態勢構築をしています。

この職務に就く前は自衛隊で使用する地図を作成する業務を
していました。このように様々な場所・職務を経験でき、自分
に合った仕事を見つけられる職場に魅力を感じています。

平成３１年度入省 事務官（一般職高卒・事務）

防衛省 陸上自衛隊
Japan  Ground  Self-Defense  Force

※ 普段は社会人として企業などで勤務しつつ、有事等の際には自衛官
として任務に就く者

私は、即応予備自衛官(※) に関する業務を行っています。

即応予備自衛官の募集のため、時には関連企業へ訪問して予備
自衛官等制度の説明をしたり、予備自衛官等の訓練支援にも参加
しています。業務上、元自衛官や企業といった外部の方と連絡を
取り合うことが多いです。

また、制度説明は予備自衛官等と企業の雇用関係を良好に保つ
ために大切な業務なので、責任感を持って仕事しています。

令和５年度入省 事務官（一般職大卒・行政）

自衛隊と言えば自衛官のイメージが強いと思いますが、事務職に従事する事務官、

技術職に従事する技官も自衛官と一緒に仕事をしており、お互い協力し合いながら

働いています。
事務官等には自衛隊特有の訓練などはなく、一般職の国家公務員と同様の勤務形態

で業務等に従事しています。

異動は基本的に２～３年に１回、勤務地は中国・四国ブロック内ですが、中央機関(東京)等を
希望して防衛や予算に直接関わるようなスケールの大きい仕事をすることも可能です！



私は現在、駐屯地の施設建設や維持管理などで部隊に貢献する
仕事を行っており、職務に必要な知識・技術を学ぶために「営繕
課程」という研修に参加しました。

学生同士で話し合いながら、隊員の生活環境を意識して建物を
設計したりして、職務に必要な知識・技能を学べたことはもとよ
り、全国各地から集まった、自衛官を含む同期との絆はかけがえ
のない財産になりました。

平成３１年度入省 技官（一般職高卒・土木）

入省１年目に、防衛省が全省的に統一して実施する「合同初任研修」及び、陸上自衛隊で実施する「初任
採用者集合教育」を受講します。その後は、キャリアアップに伴う教育を受講します。

また、陸上自衛隊内の各種学校において、陸上自衛隊で勤務する上で必要な幅広い知識と技術を付与する
ため、業務内容ごとに約１００種類の教育課程が用意されています。

教育・研修も充実！

連絡先

陸上自衛隊 中部方面総監部 人事部人事課 職員人事管理室

Tel: 072-782-0001 (内線2621)

１年目職員に聞いてみた！

防衛省 採用 🔍 検索

職場の雰囲気は？

○忙しい時も、全員でコミュニケーションをとって業務ができる、和気あいあいとした職場です。

○気持ちの切り替えがしっかりと出来る環境です。業務中は集中しやすく、昼休みにはラフな雰囲気で雑談を
楽しんでいます。

○笑いの絶えない職場です（ホントです）！

入省後に感じたギャップは？

○入省前はとても堅い職場をイメージしていましたが、実際は各種業務・休暇等に対して柔軟に対応する働き
やすい職場だという良いギャップを感じています。

○厳格な自衛官に囲まれて働くことも覚悟していましたが、皆さんとても優しく、強面でも実際は気さくで
面白い方だったり、嬉しいギャップでした。

○忙しくて休みを取りにくいイメージでしたが、積極的な休暇取得が奨励されていることと、福利厚生が充実
しているため、安心して仕事に取り組めると感じました。

国民の「当たり前の日常」を守る、ここにしかない仕事があります

あなたも一緒に働いてみませんか？

学生の皆さんへメッセージをどうぞ！

○陸上自衛隊はとにかく人を大事にしてくれる職場であり、他省庁では絶対に経験できないようなことがたく
さんあります。大変なこともあるけれども、決してだれも見捨てない組織です！

○官庁訪問・採用試験は多くの緊張や不安があると思いますが、自分に自信をもって最後まで諦めず頑張って
ください！いつか同じ職場で働けるように陰ながら応援しています。


